







































(7)最 終電子受容体 によるニ トロゲナーゼ活性抑制の解除25





















                  Abbreviations 
 C carbon 
 CoA  coenzyme  A 
    CTP cytidine 5'-triphosphate 
   DMS dimethylsulfide 
    DMSO dimethylsulfoxide 
    FID flame ionization detector 
    HPM hydrogen producing medium 
    MGA161  Chlamydomonas p.MGA161 
    MOM modified Okamoto medium 
  N nitrogen 
    nif nitrogen fixation 
 PHB poly(3-hydroxybutyrate) 
   rRNA ribosomal RNA 
     TCD thermal conductivity detector 
 W-1S Rhodovulum  sulfidophilum strain  W-1S 






















成細菌並びに緑藻の特性 を生か し両者 を組み合わせた水素生産 システムが考案され、
その実用化 に向けた研究が続けられてきた3)。水素は燃焼において全 く二酸化炭素の
生成を伴わないので環境低負荷型の代表 的なクリーンエネルギーで ある。緑藻は二
酸化炭素の供給によ り太陽光のもと光合成 を行い澱粉 を藻体 内に蓄積 し、暗嫌気条
件下に移行すると澱粉を分解 し種 々の代謝産物を生成 すると共に水素を生成する。
一方、光合成細菌は明嫌気条件下、緑藻 の代謝産物 を光依存的に分解 して水素を生
成する(Fig.1)。
このシステ ムにおいて水素の生成は、緑 藻による澱粉分解 と光合成細菌による有




それぞれの特徴 としてヒ ドロゲナーゼが水素の生成 ・酸化の可逆的反応を触媒す
るのに対 し、ニ トロゲナーゼは水素生成 の一方向のみの反応を触媒 するという点が
挙げられる。水素の生成を経時的に測定 すると緑藻では暗嫌気条件下、水素濃度 が
数パーセ ン ト以上に増大 しないのに対 し、光合成細菌では明嫌気条件下、60%を超
えてなお、持続的に水素を生成 した。緑 藻における水素の生成が数パーセン ト以上
に増大 しない理由として気相中の水素濃度 が一定濃度 に達するとEq.1に示すヒ ド
ロゲナーゼ反応の平衡が水素の酸化方向へ と移行するためと考え られた。実用化 を
想定 した場合、数パーセン トの水素濃度 では水素の分離 ・集収の効率が低 く緑藻 に
よる水素生産 は成 り立たない。これを改善する方策 として、緑藻で は効率の低い水
素の生成 を抑制 し、その分 を続いて共役 させる光合成細菌による水素の生成に上乗



































第1章 緑 藻 にお け る水 素 生 成 の抑 制 と澱 粉 分 解 の促 進
一 緑 藻 の ヒ ドロゲ ナー ゼ の 関与 一
緑藻は光合 成により水を分解 し得 られた還元力によ り二酸化炭素を固定 し澱粉 を
藻体内に蓄積する。この澱粉は暗条件下 で呼吸に、あ るいは嫌気的代謝に供され、
藻体のエネル ギー需要を充す。緑藻では暗嫌気の発酵条件 において蓄積 した澱粉 は
アミラーゼ、フォスフォリラーゼにより分解を受けグルコース単位に分解された後6)、
解糖系諸反応 によ りピル ビン酸を経て種 々の最終産物へ と代謝され る7,8)。本システ
ムは緑藻の蓄積 した澱粉が完全分解され る過程 に共役 して水素を生 産するシステ ム
であ り[Eq.3]、その初発過程であ る澱粉分解の反応効率 によってシスデム全体の水
素生産効率は大 きく変動する。
C6H1206+6H20-一一一一一ヨ>12H2+6CO2[Eq.31
緒論に述べたように本システム においては、緑藻の暗嫌気発酵におけ る水素生 成
を極力抑 えることにより澱粉から回収不可能な水素へ と流れる還元 当量の損失を防
ぐ必要がある。 ところが、水素は発酵過程 において生成する主な分解産物の一つで




第1節 水 素 生 成 の 抑 制条 件 の 検 討
(1)実 験 目的
緑 藻 にお い て水 素 生 成 を触 媒 す る ヒ ドロ ゲナ ー ゼ は酸 素 感 受 性 が非 常 に高 く、 不
可逆 的 な 阻 害 を受 け る こ とが 知 られ て い る11)。0カノamγdomoηasハe1肋甜d折 の ヒ ド
ロゲ ナ ー ゼ は ク ラス ター 金 属 と して 鉄 の み を含 む タ イ プ で あ り12}、そ の 特 徴 と して
一酸 化 炭 素 に よ り阻 害 を 受 け る こ とが知 られ て い る13,14)。 そ こで 、 酸 素 並 び に一 酸
化 炭 素 を用 い て ヒ ドロゲ ナ ー ゼ を 阻 害 し た場 合 、 如何 な る影 響 が生 ず るか を澱 粉 分
解 お よび 発 酵 産 物 生 成 につ い て調 べ た 。 さ らに、 緑 藻 の 暗発 酵 にお い て水 素 生 成 を
抑 え る た めの 諸 条 件 を検 討 した 。
(2)実 験材 料 お よび 方 法
藻 株
緑藻 は 当研 究 室 に て単離 さ れ た海 産 性 株Chlamydomonassp.MGA161(以下、
MGA161株)を 用 い た15)。
培 養 条 件
MGA161株は 、modifiedOkamotomedium(MOM)にて 、 ミ リポ ア フ ィル タ ー
(0.45ｵm)によ り除菌 し た5%炭 酸 ガ ス を含 む 空 気 を通 気 し、30°C、41W/m2の
光 照 射 下 で 培 養 した 。MOMはNaCl(3091L)、MgSO4・7H20(0.25g/L)、CaCl2・2
H20(0.2g/L),FeSO4.7H20(0.02g/L),H3BO4(2.86mg/L),MnCl2.4H20(1.81
mg/L),ZnSO4.7H20(0.22mg/L),CuSO4.5H20(0.08mg/L),Na2MoO4(0.021
mg1L)・CoCl2・6H20(0.01mg1L)、エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 ニ ナ ト リ ウ ム(50
mg1L)を含 む無 機 塩 溶 液 を オ ー トク レー プ 滅 菌 し、 これ に チ ア ミ ン塩 酸 塩(20
mg1L)・シア ノ コバ ラ ミン(0・2mg1L)、KH2PO4(8.1691L)、K2HPO4(9991L)を含




対数増殖中期の藻体(OD68。=1.0-1.5)を集 め本 実験に用いた。遠心分離 した藻
体はN源 を含まないMOMに て再懸濁を行い遮光 した反応容器 に分注 した。反応
容器はシリコン栓をするか、あるいは嫌気条件 を保つ場合はダブルキ ャップで密
栓した後 に30分 間、注射針 を通 じて窒素ガスを通気 し置換 した後、密封 し30°C




プ13X、ガスクロエ業)に て定量 した。エタノールはアルコールデヒ ドロゲナー
ゼおよびアルデ ヒ ドデ ヒ ドロゲナーゼ を用 いた酵素法 によ り生成するNADHの
340nmの吸光度の増加 か ら定量した。グ リセ ロールはF一キ ヅト(ベー リンガー ・
マンハ イム)を用いた酵素 法、 また酢酸 は高速液体 クロマ トグラフ法(カ ラム;
TSKゲル、 東ソー)にてそれぞれ定量 した。澱粉は10ml培養液中の藻体を遠心
分離にて集めた後、40%過塩素酸にて2時 問の抽出を行い沸騰水浴中で20分 間
処理 して加水分解 したものを試料 とした。澱粉か ら生成 したグル コースを酵素法
(F一キッ ト、べ一 リンガー ・マ ンハイム)により定量 した。
ヒ ドロゲナーゼ活性の測定
発酵 中に発現 したヒ ドロゲナーゼ活性は、ハイ ドロサルファイ トナ トリウム(10
mM)、トリトンX100(0.1%)、メチル ビオローゲ ン(2.5mM)を嫌気的に藻体懸濁












































影響が大 きいため次に、よ り選択的な ヒ ドロゲナーゼの阻害剤であ る一酸化炭素 を
用いて検討 した。すなわち、窒素気相下 において一酸化炭素を混合 し緑藻の発酵 を
試みた(Fig.4)。


















は増加 した。その際、澱粉 の分解産物で ある有機物の生成にも変化が生じ、酢酸 は
減少、エタノールは増加傾 向を示 した。理論的に、酢酸は1モ ル当 り4モル、エタ
ノールは1モ ル当 り6モル の水素へ と変換されるため、発酵産物においてエタノー
ルの量比の増大は、生成 した有機物の水素当量の増大 を意味する。 したがって、嫌






から、気相部への水素の添加は反応平衡 を水素酸化(水 素の取込み)方 向に傾ける
と推定されたからである(Fig.5)。
Fig.5Aでは水素の終濃度か ら添加初期の濃度を差し引いて表示しているので、そ











































加傾 向とな り一酸化炭素添加時に類似 した変化を示 した(Fig.5B)。これらの結果 よ
り、水素 の取込みを促すと澱粉分解が向上 しエタノール とグリセロールの生成が増
加することが明かとなった。
(5)炭酸ガス気相下における発酵の検討
炭酸ガス は火力発電所の排ガスから回収 することのできる余剰 ガスであ り16)、酸
性ガス としての性質を考慮するとヒ ドロゲナーゼ活性 を低下させる可能性が考え ら
れる。そ こで、炭酸ガス、窒素ガスの各嫌気下において緑藻を発酵 させ、 ヒドロゲ
ナーゼ活性の経 時的変化、な らびに澱粉分解量お よび各発酵産物の生成 量を調べた
(Fig.6)0
炭酸ガス気相下で発酵させた緑 藻においてはヒ ドロゲナーゼ活性 は発現 したもの
の窒素ガス気相下における1/2以下の活性 であった(Fig.6A)。したがって、 ヒドロ


































相下の発酵 と比較 し水素、酢酸生成量の減少な らびに澱粉分解量、エタノール、お
よび グ リセ ロー ル 生成 量 の増 加 が認 め られ た(Fig.6B)。Chlamydomonas
reinhardtiiの精製された ヒ ドロゲナーゼ において活性 の至適pHは7付 近で あるこ
とが報告されてお り11)、また、MGA161株の可溶化 細胞においてヒ ドロゲナーゼ活
性は酸性pHで 顕著な低下が認 められた(Datanotshown)。これ らの結果よ り、炭
酸ガス気相 下での ヒ ドロゲナーゼ活性の低 下は発酵時のpHが 至適か ら外れていた
ためと考 え られ る。事実㍉炭酸 ガスにより嫌気状態を保った場合 にはpHは6以 下
になることか ら、培地の緩衝能を低 くす ることによってよ り強い水 素生成の抑制効





通常の窒素 ガス嫌気 における暗発酵にお いては発酵産物 として酢酸生成が主体 と
なっていることから、Eq.4に示され るように澱粉分解反応の際に生成 した還元 当
量は水素生成により消費されていると考えられ る。
(C6H120∂.+2nH20-一一一一一》2nC2H402+2nCO2+4nH2【Eq.4j
ところが、 ヒドロゲナーゼ活性 を低下させる、あるいは水素添加によ り水素取込
みを促進させた場合、生成 した細胞内の余剰還元力に よりEq.5で示す酢酸の還元
反応が活性化 し、結果的に酢酸生成の減少 とエタノール生成の増加 をひ き起 こした
と推察される。一方、 グリセロールの増加 はEq.6に示すように余剰還元力がグル
コースを還元 する形で、つ まりグルコースに水素が付 加 しグ リセ ロールを生成す る
ことに基づ くと推察される。しかしなが ら、一酸化炭素の添加によってはグ リセロー





したが、そのメカニズムと して藻体内の酸化還元バラ ンスと深 く関わっている可能
性が示唆され極めて興味深い。
(2)水素生産システムにおける炭酸ガス気相下の発酵法の評価











ス気相下にお いて澱粉分解および有機物の発酵生成にこのような変化が生 じた原 因
は、ヒドロゲナーゼ活性の部分的な低下が一酸化炭素添加で認められたように嫌気
代謝に影響 を及ぼしたため と考え られる。また、 ヒ ドロゲナーゼ活性の低下は気相
成分を炭酸 ガスに保つことにより培地pHが 常に、 ヒ ドロゲナーゼ活性 の至適pH
から外れた酸性域に維持 されたためと推察された。
水素の生成 は緑藻な らびに光合 成細菌に よるもの全てを含 めて、澱粉 の分解に起
因する。Rg.6Bの結果を例にとると窒素ガス、炭酸ガスそれぞれの気相下において
0.46,0.67ｵmot/mgcelldrywtの澱粉 が分解 して お りEq.3よ り5.52,8.04
μmollmgcelldrywtの水素が量論的に生成 し得 る。この内、緑藻の発酵 により生成
C6H1206+6H20 一 12H2+6CO2 [Eq.3j
した水 素 は そ れ ぞれ0.68,040μmollmgcelldrywtであ り、 理 論 的 な 全 生 成 量 の そ
れ ぞれ12.3,5.0%に相 当 す る。 一 方、 炭 酸 ガ ス 気 相 にお いて はエ タ ノール お よび
グ リセ ロー ル が 増加 して お り各 々 が100%の 効 率 で 水 素 へ と変 換 さ れ た と仮 定 す る
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と、窒素 ガス気相 、炭酸 ガス気相それ ぞ れで生成 した有機物か ら4.45,9.13
μmol!mgcelldrywtの水素の生成が可能である。これは全生成量のそれぞれ80.6,
113.6%に相当すζ。これ ら水素生成の割合 を比較すると、炭酸 ガス気相 下の緑藻
の発酵は還元 当量が水素生成へ と流れる割合が低 くその分が有機物 に集約 している
ため、光合成細菌によ り水素を一括生産 するとい う当初の目的に合致する。また、
炭酸ガス気相下で生成 した有機物から変換され得 る水素の量が分解 した澱粉から変
換され得 る水素の量を上回る計算になるが、 これは澱粉以外の藻体成分に起因して
低分子有機物の生成が増加 したためと推察される。
窒素嫌気下の発酵で藻体 が生成 する水素はヒ ドロゲナーゼ阻害剤の添加、あるい
は炭酸 ガス気相下の発酵に よりエタノールやグ リセロールへ変換、集約することが
可能 にな った。中でも炭酸 ガス気相下 における緑藻の発酵は、生成 する低分子有機
物の水素当量 の増大 という点か ら光合成 細菌による水 素の一括生産、量的増大に寄
与するもので極めて意義深 い。 したがって、次に光合 成細菌がこれ らの有機物を効
率的に水素へ と変換するか否かを検討する必要がある。
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第2章 光 合 成 細 菌 の 水 素 生 成 制御 メ カニ ズ ム の解 析
光合成細菌における水素生成はニ トロゲナーゼにより触媒され、Eq.2の反応式で
示される5)。この反応 におけるA丁Pは明嫌気条件 では光合成 によって供給されるた
め光合成活性 はニ トロゲナーゼ反応を高 レベルで維持するのに重要な意味を持つ。
2H++2e-+nATP-一一一一一>H2+nADP+nPi【Eq.2】
さらに、光合成が抑 え られる暗所あるいは好気条 件ではニ トロゲナーゼ活性のみ
ならずニ トロゲナーゼ蛋 白の生合成 も抑制されることから、光合成活性 とニ トロゲ
ナーゼ活性 との間には相 関があることが予測される17,18)。光合成 細菌は水の分解 を
伴わない酸素非生成型の光合成を行うため、水から還 元当量を獲得 することがで き
ず低分子有機物や硫化物 を必要 とする紛。 したがって、低分子有機物は電子供与体 と
して光合成の持続に不可欠 であ り、光合 成活性を左右 するのみな らずニ トロゲナー
ゼ活性 に何 らかの影響 を及ぼす可能性がある。
第1章 にお いて、炭酸 ガス気相下、緑藻の発酵ではエタノール、グ リセロール の
生成が促進されることを明 らかにした。光合成細菌が これらの有機物を効率的に水
素へ と変換す ることによ り、水素生産を一層有利 に進 めることがで きる。光合成細
菌の水素生成の基質につ いて リンゴ酸19-24)そして乳 酸21,22,25-29)を用いた研究は多数 、
報告されているが、エタノールやグ リセロールを用いた研究例 は限られている30'31)。
そこで本章では、エ タノールお よびグ リセロール について水素生成の基質 として
の適性を検討 し効率的な水 素への変換を試みた。そ してその過程で、光合成の電子





水素生成を触媒するニ トロゲナーゼは本来、生理的には窒素 ガスを還元 し細菌の
窒素源 として利用可能なア ンモニアを生成する酵素であるため、アンモニアが存在
するとニ トロゲナーゼ遺伝子 は抑制され発現 しない。一方、アンモニアが欠乏す る
と明嫌気条件 下、遺伝子は脱抑制され;ト ロゲナーゼ活性が発現す る。そ して、活














Fig.8は光合成細菌の培養お よび水素生産の各過程 を示 している。菌体増殖を行
う培養過程においては窒素源 としてNH4C1を加えるため、ニ トロゲナーゼがコー ド
されるnitrogenfixation(n'f)遺伝子は抑制されている。増殖後 に菌体がアンモニア
欠乏下において明嫌気条件 に移されると、ニ トロゲナーゼ活性は初 めて発現 し水素
生成が開始す る。 したがって、増殖後の菌体に供給された有機物が水素へと変換 さ
15
れるためにはニ トロゲナーゼ活性の発現 が必須である。第1章 で緑藻発酵産物が主
としてエタノールおよびグ リセロールであることを明 らかにしたが、後に述べる よ
うにエタノールを光合成細菌の基質に用いた場合、水素生成が認め られなかった。
そこで、エタノールのニ トロゲナーゼ活性発現に対する影響について検討 した。
(2)実 験材 料 お よび 方 法
菌株
使 用 した 菌株 は 当研 究 室 にて 単 離 ・同 定 され た紅 色 非 硫 黄性 細 菌Rhodovulum
sulfidophiluma2)strainW-1S(以下 、 株)で あ る。 本株 は 和 歌 山県 の 沿 岸 域
の 海水 試 料 中 よ り単 離 され た海 産 性 株(通 性 嫌 気性)で あ り、16SrRNAのDNA
塩 基 配 列 を 決 定 し(GenBankaccessionno:strainU55277)、そ の相 同 性 よ りR.































W-1S株の 増殖 、 水 素 生 成 、 ニ トロゲ ナ ー ゼ活 性 測 定 等 の 検 討 には 、MOMを 改
変 したhydrogenproducingmedium(HPM)を用 い た 。 具体 的 に は光 合 成 細 菌 の
ビタ ミ ン要 求性 を考 慮 しチ ア ミ ン塩 酸 塩(100mg1L)、ニ コチ ン酸(100mg/L)、ρ一
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ア ミノ安息香酸(60mg1L)、ビオチン(10mg/L)、KH2PO4(8.1691L)、tC2HPO4(99
91L)を含む リン酸緩衝液(pH=8。0)を調製 し、NH4C1を削除したMOMの 無機塩溶
液(第1章 第1節(2))に5ml1Lの 割合で添加 した。HPMはC源 、N源 を含
んでお らず、それぞれの試験、あ るいは過程に応 じて種々のC源 ・N源あるいは
その他の試薬を添加することとした。
菌体の増殖 にはC源 としてピル ビン酸 ナ トリウム、コハク酸ナ トリウム、Dレリ
ンゴ酸ナ トリウム、酢酸ナ トリウムを各19/L、N源としてNH4C1を5mM添 加
したHPM培 地を用いた。無機塩溶液 にピル ビン酸ナ トリウム、コハク酸 ナ トリ
ウム、DL一リンゴ酸ナ トリウム、酢酸ナ トリウム、NH4C1を加えオー トクレープ滅
菌 した後、植菌の直前 にろ過滅菌 した ビタ ミン入 りリン酸緩衝液(pH=8.0)を5
mi/Lの割合で混合 した。
培養条件
菌体 増殖 を目的 とした培養 は、1Lル ー ビン(容 積約1.6L)を用い、1Lの
HPM培地(4種C源 、NH4CDにW-1S株の種菌液10mlを植菌 し、微好気、光
照射条件下、30℃ にて、マグネチ ックスターラーで撹拌 しなが ら行 った。
水素生成条件
対数増殖中期 の菌体(OD66。=0.40.6)を集菌 し本実験 に用いた。遠心分離 した
菌体はHPMに て2度 洗菌 しOD66。=1.2～1.4の濃度にな るようにHPMに 再懸濁
し、反応容器である φ18mmの試験管あるいは100mlマイヤーに分注 した。その
後・必要に応 じて基 質 となる有機物を添加 した。反応容器はダブルキャヅプで密
栓 した後に30分 間、注射針を通 じてアルゴンを通気 し置換 した後、密封 し嫌気
/
条件を保 った。水素生成のインキュベー トは55Wm2の タングステ ンランプ光を
菌懸濁液 に照射 しつつ30℃ で振 とうして行った。
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定量
水素の定量は第1章 第1節(2)の 方法に準 じて行った。ATPの定量はルシフェ
ラーゼの発光 を利用 した酵素法(ATPモ ニタ リングリエージェント、バイオオー
ビッ ト)に よ り定量 した。poly(3-hydroxybutyrate)(PHB)の定量 は以下 の手順 で
行 った。約20～100mgの乾燥菌体に対 し30～60mlのクロロホルムを加え、60
°C、6時 間の抽出を行 った。ろ過によ り細胞残渣を除き得 られた ろ液 を蒸発乾固
後、残留物 にアセ トンを加 え色素を溶解 して除き、再度、蒸発乾固 した残渣の重
量をPHB量 とした。
ニ トロゲナーゼ活性測定
ニ トロゲナーゼ活性は細胞懸濁液を用 いてアセチレン還元法に より以下のよう
に測定 した。L字 型試験管 に3mlの 菌体 を嫌 気的に封入 しコハク酸ナ トリウム
(50mM)および クロラム フェニコール(50ｵg/L)を嫌気的 に添加 した・その後、
気相部 に10%に なるようにアセチレンガスを加え350Wm2のタングステ ンラン
プ光を照射 し30℃ で反応を開始 した。反応開始5、20分 後に生成 したエチ レ
ンの量を測 定 し、その差か ら活性 を算出 した。エチ レンとアセチレンの分離、検
出はFID一ガスクロマ トグラ フにポラパ ックR(ウ ォーターズアソシエーヅ)を 充
填 したカラムを装着 し窒素ガスをキャ リアーガスに用いて行った。
PCRおよびシークエンス
nif遺伝子あるいは16SrRNA遺伝子をクローニングするためにW-1S株の トー
タルDNAを 鋳 型 と してPCRを 行 った。 トー タルDNAは 培養後 の菌体 を プ ロテ
イナーゼKで37°C、7時 間処理 した後 フェノール クーロ ロホル ム イー ソア ミル アル丶
コ ール(25:24:1)で除 蛋 白 を 行 っ た もの を用 い た 。 プ ラ イマ ー の作 成 はGenBank
DNAデ ー タ ベ ー ス の 配 列 を参 考 に しRhodobactercapsulatusのnifHの5'側配 列
か ら5'-TCAGATCGCCTTCTACGGCA-3'を、nifDの3匚側 配 列 か ら5'-GGATCTT-
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CTCGATGAAC丁rC-31を選 択 しnifHDプライ マ ー と し、 ま た、 真 性 細 菌 の16S
rRNA遺伝 子 の5巳お よび3'末 端 の 高 度 に保 存 さ れ た領 域 か ら5'-TGAGAGT下rGa-
TCCTGGCTCAG-31およ び5巳一ACGGCTACCTTGTTACGACTTC-31の配 列 を 選 択
しrRNAプ ラ イ マ ー と した 。nifHDプラ イマ ー お よびrRNAプ ライ マ ー を用 い た
PCRに よ り増 幅 され た2.1kbおよび1.5kbのDNA断 片 をTA一ク ロー ニ ン グ に よ
りベ ク タ ー に組 込 み塩 基 配 列 の 決 定 に 用 い た 。 な お、nifHDプラ イ マー で 増 幅 し
た2.1kbの断 片 を組 込 ん だ プ ラス ミ ドを 以 降 、pNM5と す る。pNM5に 組 込 まれ
た断 片 につ い て 両PCRプ ライ マ ー の下 流500bp塩 基 配 列 を蛍 光 プ ライ マ ー を用
い た ダイ デ オ キ シ法(サ ーモ シ ー ケ ナ ー ゼ サ イ クル シ ー ク エ ン シ ン グキ ッ ト、
島津)とDNAシ ー クエ ンサ ー(DSQ-1000、島津)に よ り決 定 した。 ク ロー ニ ン
グ さ れ た2.1kbのPCR産 物 はRcapsulatusおよ びR.sphaeroidesのnifH遺伝
子 と89.5%および91.7%、R,capsulatusのnifD遺伝 子 と83.9%の相 同性 を示 し
た こ とか らnifHD遺伝 子 内の 領 域 か らな る断 片 で あ る と結 論 づ け た。
ノ ーザ ンプ ロ ッ ト解 析
W-1S株のRNAの 抽 出 はOD66。=1.25の菌 懸 濁 液40ml中 の 菌 体 を集 菌 しア イ
ソ ジ エン(ニ ッポ ンジー ン)3mIで 溶 解 す る こ とで 行 っ た。各 条 件 下 で培 養 した
菌 体 か ら抽 出 したRNA15ｵgを ホ ル ム アル デ ヒ ド(2.2M)、ホ ル ムア ミ ド(50%
VIV)中に て65°C、15分 間、 変性 処 理 した後 、 ホル ム アル デ ヒ ド(2.2M)を含 む
ア ガ ロー ス ゲ ル(1.2%)にて 電 気 泳 動 した 。 これ と同 一 の ゲル にて 、RNAマ ー カー
(0.2-10kb、Novagen社)を電 気 泳 動 しエ チ ジ ウム ブ ロマ イ ドに よ り染 色 す る こ
と に よ りハ イ ブ リ ダイ ゼ ー シ ョン断 片 の サ イ ズ を推 定 した 。 その 後 、Hybond-N
(アマ シ ャ ム)メ ン ブ ラ ン にRNAを トラ ンス フ ァー し、[α一32P]CTP標識 さ れ た プ
ロー ブ と55°C、一 晩 ハ イ ブ リダ イ ゼ ー シ ョン を行 っ た 。 プ ロー ブ はpNM5よ り
EcoRl消化 に よ り切 り出 し回収 した2.OkbのnifHD-PCR断片 を鋳 型 と しラ ンダ ム
プラ イ マ ーDNAラ ベ リン グキ ヅ ト(宝 酒 造)に て ラ ジオ ア イ ソ トー プ標 識 を行 っ
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た 。 ま た 、 サ ン プ ル ロー デ ィ ン グ の コ ン トロー ル と して 各RNA4dugを ホ ル ム ア
ミ ド(50%v1V)中にて65°C、5分 間、 変 性 処 理 した後 、 ネー テ ィブ ア ガ ロー ス ゲ




トロール として加えたコハク酸 と比較 し、グ リセ ロールおよび酢酸 では水素の生 成
量が低 くラグタイムも長 くなっていた。 とくにエタノールを添加 した場合は22時
間経過後 も水素生成は全 く認められないという予期 しない結果が得 られた。
第1章 で明 らかにしたように、炭酸ガス条件下、緑藻の発酵で生成す る不必要 な
水素をエタノールやグリセ ロールに変換 できたにもか かわらず、その内のエタノー
ルが光合成細菌の水素生産 に結びつかないとなると重大な問題であ る。つ まり、 光
合成細菌W-1S株がエタノール を基質 にしないな らば水素の収率は極端に低下 し水
素生産システム自体が成 り立たな くなる。エタノール は酢酸 よりも還元的であ り電
























増殖後の菌体をHPMに 再懸濁 し電子供与体 として何 も添加せずにインキュベー
トした結果、水素 の生成が認められた(Rg.10A)。これは水素生成 の基質 となる内
在性物質の存在を示 してい る。光合成細菌において菌体内に蓄積されることが知 ら
れているpoly(3-hydroxybutyrate)(PHB)3336)の含量を調べたところ、W-1S株菌体
にもその存在が確認され3η、 しかも水素の生成 に伴いPHB含 量が減少 した。また、
グルコースを含むポ リサ ッカライ ドはイ ンキュベー ト開始数時間後 には若干、蓄積
するものの、その後 に顕著な変化は認められなかった。Fig.10Aの条件ではインキュ
ベー トする前の菌体 は酢酸、コハク酸、 リンゴ酸、お よびピルビン酸か らなる炭素
源で増殖 させてお り、菌体乾燥重量当 りかな りのPHBを 蓄積 していた(Table2)。
これに対 し炭素源 をコハク酸のみで培養 した場合、増殖に伴 うPHB蓄積はほとん ど
認め られな くなった(Table2)。PHBは分子 中にN原 子を含んでお らず、 したがっ
てPHBを 蓄積した菌体 は元素構成のCIN比が増加するが、コハ ク酸のみで培養 し
た菌体 では4種 の炭素源で培養 した菌体 と比較 しCIN比が減少 して いた。 この
PHB含量が低下 した菌体 をあらかじめ調製 しFig.10Aと同条件でイ ンキュベー ト
した場合 、水素の生成は全 く認め られなかった(Fig.1:)。これ らの結果 よ り、外
部か ら基質 となる物質を添加せずにインキュベー トした場合に、菌体増殖時にあ ら
かじめ蓄積 したPHBが あればそれを利用 して水素が生成することが明かとなった。
したがって、エタノールを添加 した場合 に水素生成が全 く認められ ないのは、エタ
ノールの添加によ り内在基質であるPHBに 由来する水素生成が抑制 されているた
め と推察 された。
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 Fig.10 Correlation between H2 evolution and PHB degradation during 
light-anaerobic incubation of photosynthetic bacterium in the absence of 
an external substrate. 
A, cells grown with 1 g/L each of pyruvate, succinate, DL-malate, and 
acetate. 
B, cells grown with 3 g  succinate/L. 
Symbols: 0; PHB,  ^ ; H2,  A; polysaccharide.
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 Table  2 Decrease of PHB content,  C/N ratio, and growth rate in 
succinate-grown culture.
Carbon source
 Mixturea Succinateb alone
Doubling time in terms of 0D660 (h)
Dried cells 
    Concentration  (g/L culture) 
    Carbon content (% ofcell dry wt) 
    Nitrogen content (% of cell drywt) 
    C/N ratio 
PHB 
    Concentration (mg/L culture) 















aThe mixture comprised 1 g/L each of succinate, malate, pyruvate, and acetate. 
bSuccinate was added at 3 g/L as a sole carbon source.
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(5)エタノールがnifHD遺伝子の発現に及ぼす影響
W-1S株の水素生成 はインキュベー トの時間経過 と共に発現するニ トロゲナーゼ
活性 に完全に依存 し、水素 を生成 している菌体 にヒ ドロゲナーゼ活性は検 出できな
かった(Datanotshown)。したがって、エタノールの共存 時、光合成細 菌のニ トロ
ゲナーゼ活性の発現 が起 きるか否か興味深い 問題であ る。そこで、 光合成細菌
W-1S株のインキュベー ト時にエ タノールがニ トロゲナーゼ活性発現 に及ぼす影響
について調べた。Fig.11Cはw・1s株のニ トロゲナーゼ本体 をコー ドするnifHD遺
伝子をプロー ブとしてノーザンハイブリザイゼーション解析 を行 った結果である。
同時に水素生成 量も測定 しFig.11Aに図示 した。nifHD遺伝子をプ ローブとすると
ポジティブコン トロールであるコハク酸添加および基質無添加の菌体では4つ ない
し5つ のバン ドが確認 できた(Fig.11C,lanes1,2)。これらのうちで4.6kbの断片
はnifHDK転写産物 と推察され、残 りの4種 類の断片はnifHDK転写産物が分子内で
プロセシングを受けた分解産物であると考え られる。一方、ネガテ ィブコン トロー
ルのNH4CI添加では転写産物は完全 に消失 した(Fig.11C,lane5)。転写産物のハ
イブ リダイゼーションの強弱を遺伝子の発現量の指標 とした場合、100μMのエタ
ノールを加えた菌体ではnitHD遺伝子 は発現 したが1mM添 加の菌体 では完全に抑
制された(Fig.11C,lanes3,4)。つまり、nifHD遺伝子の発現が一定濃度以上のエタ
ノールで完全 に抑制されることを反映 している。エタ ノール によるnifHD遺伝子の
抑制はニ トロゲナーゼ活性 を調べることによっても裏付け られた。外部か らの基 質
を添加せずにインキュベー トするとニ トロゲナーゼ活性が発現するが、エタノール
を添加 しインキュベー トすると活性 発現は濃度依 存的に低下 し400ｵMで完全に抑
制された(Fig.11B)。なお、水素生成は100ｵMの エタ ノール添加で大 幅に減 少 し
たもののnifHD転写産物 の消失に対 応 して1mM添 加 では全 く認め られなかった
(Fig.11A)。以上の結果か ら基質 としてエ タノール をインキュベー ト時に添加す る




  a 
   = 
   0 
   3.. 
0 
  E 









 B  e  loo 
  P 80 
  f)  60 
   fp  40 
  '
1.73 20 
  Tu 
  CC 0
1 2 3 4 
Condition
5
0 200 400 600 1000 









      — 
rRNA1.5 
     1 1 —
2 3 4 5 6
Fig. 11. Repression ofnifliD genes and nitrogenase activity by ethanol. Strain W-1S 
was precultured in MOM with NH4C1 as a N source and a mixture of C sources. 
Incubation for nitrogenase derepression was carried out in HPM under an Ar atmosphere 
with illumination. 
(A)  H9 evolved over a period of 1 d. Conditions: 1, 1 mM succinate; 2,no external 
substrate; 3, 100  uM ethanol; 4, 1 mM ethanol; 5, 1 mM NH4C1 with no external 
substrate. (B) Derepression f nitrogenase activity at each concentration f ethanol over 
a period of 6 h. The activity was measured by the acetylene r duction method. Values 
are expressed as percentages of the level of the activity derepressed in the absence of 
ethanol (105 nmol  C11-14 mg-1 cell dry wt h-1). Data are means of three independent 
experiments; bars indicate standard deviations. (C) Northern blot analysis of total RNA 
from the cultures corresponding to those used for the  119-evolution measurement. After 
8-h incubation, total RNA was extracted for hybridization with a  tit/HD-specific probe. 
The lane numbering of 1 to 5 corresponds tothat of the incubation conditions; lane 6, 
after cell  growth prior to incubation. For a loading control, rRNA bands were visualized 
by staining with ethidium bromide. The estimated sizes of the hybridizing mRNA 
species and the 16S and 14S rRNA bands are shown in kb. The 23S rRNA was cleaved 
in situ, giving rise to 1.5-kb and 1.1-kb fragments upon denaturation asin  Rhodobacter 






目的で細胞 内ATP含量 を経時的に測定 した(Fig.12)。外部からの基質を添加せずに
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か否 か は興 味深 い。 そ こで 最終 電子 受 容体 のNaHCO3やdimethylsulfoxide
(DMSO)を同時添加 してニ トロゲ ナーゼ活性の発現の有無 を調べた(Table3)。ニ
トロゲナーゼ活性発現は工タノールの単独添加で抑制されたが、NaHCO3との同時
添加で抑制が解除された。 しかも、その時の活性は基質無添加で発現 した活性を上
回 り、NaHCO、濃度の増加はさらに促進的であった。DMSOの 同時添加 もエタノー
ル単独 添加で起 きる抑制を解 除 し、DMSO濃 度の増加は促進 的に働 いた。また、
NaHCO、とDMSOの 添加でニ トロゲナーゼ活性の脱抑制効果の度合いは大 きく異
なった。この効果の違いが何 に起因するかは明 らかではないが、一つの可能性 とし
てこれらの最終電子受容体 に電子を受け渡す酵素系が菌体 内に構成 的に存在するか
誘導を受けて機能するかの違いに起因す ることが考え られる。これ らの結果 より最






























第1節 の結果か ら、W-1S株におけ る水素生成に際しエタ ノール の抑制 的作用 を
回避するため には最終的に電子を受取る電子受容体が必要であることが明かとなっ
た。ニ トロゲ ナーゼ反応系は還元力の消 費経路であ りプロ トン等を還元することで
光合成細菌の酸化 ・還元バランスを調節 するということが示唆されてお り4°,41)、こ
の場合 にはプ ロ トンが最終 電子受容体 になる。これが事実ならば、 ニ トロゲナーゼ
活性が既に発現 している菌体においてはエタノールに よる抑制的効果が回避され る
可能性 が推察される。そこで、この点を明 らかにするため以下の実験を試みた。
(2)実験材料および方法
第1節 の方法 に準 じて行 った。
(3)ニ トロゲナーゼ活性発現後の菌体調製 一



























前節 において述べたよ うに外部 か ら基質 を添加 しない場合、細胞 内に蓄積 した
PHBを分解することによ りニ トロゲナーゼ活性の発現に必要なエネルギーが獲得 さ
れる。この条 件はインキュベー トの途中で基質 となるエタノール を添加 しその影響
を調べるにあた り、他の基 質の影響がないため最適であると考え られる。このイ ン
キュベー トにおいてニ トロゲナーゼ活性は6時 間前後で最大となった(Fig.13)。
(4)ニ トロゲナーゼ活性発現後のnifHDに対するエタノールの作用
あらか じめ、基質無添加 にて菌体をインキュベー トし6.5時間経過後にエタノー
ルあるいはNH4C1を嫌気的に添加した。そして、各々添加後のnifHD転写産物をノー
ザンハイブ リザイゼーシ ョンによ り解析 し(Fig.14A)、同時 にエタ ノール添加後の
水素生成量 も経 時的に測定 した(Fig.14B)。6.5時間のプ レインキュベー トによ り
nifHD転写産物 が確認されてお り(Fig.14A,lane1)、また、前述 の結果か らも菌体
はニ トロゲナーゼ活性 を保持 していると考え られ る。この菌体 にnifHDを抑制する
ことが知 られてい るNH4CIを添加 して0.5、2時 間後 のn'm転 写量を調べた結
果、いずれの時間において も転写産物は消失 していた(Rg.14A,lanes5,6)。一方、
エタノールの添加後 には0.5および2時 間後の双方において添加前 と同様に転写産
物が認め られ(Fig.14A,lanes3,4)、nifHDの発現に顕著な変動がないことが示され
た。したがって、エタノールはニ トロゲナーゼ活性未発現の菌体においてはNH4Cl
と同様にnifHDを抑制 したが(Rg.11C)、ニ トロゲナーゼ活性発現後の菌体 におい
てはnifHDの抑制に関しNH4C1とは異なる効果を示 したことになる。
同様に6.5時間のプレインキュベー ト後にエタノールを添加 したところ、添加後、
エタノールは速やかに且つ持続的に水素へ と変換 され た。無添加では水素生成はほ
とんど認 められなかった(Fig.14B)。つま り、エタ ノールが電子供 与体 として代謝
されてお り、 さらにニ トロゲナーゼ活性 が発現 した菌体ではエタノールの代謝によ




続的に発現 したと推察され る。すなわち、ニ トロゲナーゼ反応系が活性である限 り



















部か ら基質を添加 しない条件 においても水素生成は認 められることか ら添加 したエ
タノールがこの反応 に対 し抑制的に働 くと推察された。この現象について解析 を行 っ
たところ、エタ ノールは水素生成を触 媒するニ トロゲナーゼ をコー ドするnif遺伝
子の発現 を抑えることが明 らか となった。これまでnifを抑制する化合物は アンモ
ニア、各種 アミノ酸など分子内にN原 子を有するものに限 られてきたが19)、分子内
にNを 含 んでいないエタノール がnifの発現に重大な影響を与え、また一方では光
合成にお ける電子供与体であるという二面性を有することは興味深い。
(2)最終電子受容体によるηが遺伝子の脱抑制
NaHCO3やDMSOは最終電子受容体 として作用 する化 合物であ り、 これ ら両化
合物 を添 加 す る と抑制が解 除 されニ トロゲナー ゼ活性 が発現 した。 添加 した
NaHCO3は二酸化炭素 として細胞内に取 り込 まれ炭酸固定系により還元される際 に
細胞 内の 過剰 の還元力 を消 費す る42)。DMSOはDMSOリダクターゼ に よって
dimethylsulfide(DMS)に還元される際に最終電子受容体 として機能する(Rg.15)
ことがRhodovu'um属の光合成細菌で報告されてい る43,44)。最終電子受容体の非存
在下でエタノール を添加 した細胞においてはATP含量が低下 したことから、エタノー
ルによるnifの抑制はATP含 量の低下に起 因する可能性が考えられる。一方、最終
電子受容体の混合によ り、電子供与体か ら受容体へ と光合成の電子伝達系における





元性の高い基 質を用いた際 に、これ らの最終電子受容体の非存在下で菌体 は増殖 し
なかったのに対 し、最終電子受容体の同時添加 により増殖が認められて いる19,45)。
これらの結果 からも還元性の高い基質による光合成系への阻害的な作用が示唆され



































様のメカニズムである。つ ま り、エタノールを電子供 与体 として添加 した場合、ニ
トロゲナーゼ活性が安定に発現するためには最終的なelectronsinkとなる電子受容
体が必要である。
このためエ タノール を基質 として供給す る場合には、 とくにあらかじめニ トロゲ
ナーゼ活性を充分に発現させた菌体 を用意 することが、高い水素生成効率を達成 す
るために重要である。水素生産へ供給す る光合成細菌のニ トロゲナーゼ活性を高 く
発現することが当面の課題 であ り、次章ではこの効率 の良い活性発現を目的に培 養
過程の検討を行った。
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第3章 ニ トロゲナーゼ反応 を基盤 とした水素生産システムの評価
光合成細菌 を用いて水素 を生産 する場合、培養過程は大 きく二つに分類すること
がで きる。一方は水素生産の反応槽 に菌体を仕込んだ後、菌体増殖 と水素生産を同
時に行わせる方法であ り19}、他 方は水素生産の過程 とは別 に菌体増殖のための培養
過程を設ける方法である20)。前者の方法 は1段 階のみの過程 であるため簡便さとい
う点で優れているが、N源 に原料 として高価なグルタ ミン酸等のア ミノ酸を用いな
ければならず、また、菌体 増殖へ と流れ る基質の割合 を量的に制御 し難い という問
題点を抱えている22,26,46)。一方、後者の方法は静止期にある菌体 を用いて水素生産を
行 うため基質が菌体構成成分に流用され る割合が低 く、基質の大部分が水素へ変換
され るため効率が良いという特徴 を有 している4η。 したがって、水素生産におけ る








の水素生産を前提 としてお り、基質である発酵液の供給段階で既 にニ トロゲナーゼ
活性を有する光合成細菌を用いる方法がエタノールか らの水素生産 に有利である。
というの は、発酵産物に含まれ るエタ ノールがニ トロゲナーゼをコー ドするnif遺
伝子を抑制す るからである(第2章)。 しか し、従来 の菌体増殖 と水素生産の2過
33
程からなるシステムでは水 素生産の過程 でニ トロゲナーゼの活性発現、基質の水 素
への変換 を同時に行 うことになるため、ニ トロゲナーゼ活性 を効率 良 く発現する過
程の導入が重要な課題 とな る。そこで、 これら2過 程 にニ トロゲナーゼの活性発現











第1章 お よび第2章 に準 じて行 った。
定量
第1章 に準 じて行 った。
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(3)ニ トロゲナーゼ活性発現後の菌体における基質取込みの特性
外部からの基質を添加せずにイ ンキュベー トを行い、光合成細菌の菌体内にニ ト
ロゲナーゼ活性 を発現させ た場合、エタ ノール を添加後 もニ トロゲナーゼ遺伝子が
持続的に発現 し水素生成が継続することを見い出 した(前章、Fig.14)。この水素生
成が基質 として添加 したエタノールに由来するものか否かを確認するため、エタノー
ルの細胞 内への取込みをニ トロゲナーゼ活性を発現 した菌体 において調べた。まず、
ニ トロゲナーゼ活性が発現 していない菌体にエタノール、グ リセロール、あるいは
酢酸を単独で添加 しインキュベー ト中の取込みを調べ たところ、エタノール、グ リ
セロールでは酢酸 と比較 し取込みが非常 に遅 く、特 にエタノールでは4時 間前後か
ら停止 しているのが判る(Fig.17A)。そして、エタノールの取込みは菌体のニ トロ





















度で推移 したが、ニ トロゲナーゼ活性発現後にエタノールを添加 した場合は、取込
み速度の低下が起 きなかったため結果的に取込み量は大幅に増加 した。ニ トロゲナー
ゼ活性を発現 した菌体では水素生成量の増加に伴 ってエタノールの取込みも増加 す
ることが明か とな り、この ことから添加 したエタノールを基質 として水素への変換
が行われていることが推察される。
W-1S株にお いては、外部か ら基質 を添加 しないインキュベー トと比較 し1mM
のコハク酸 を添加 したインキュベー トにおいては安定 に且つ高いレベルのニ トロゲ
ナーゼ活性が発現することか ら、 以下の試験ではコハ ク酸添加のインキュベー トに
よりニ トロゲナーゼ活性 を発現させた菌体を用いることとした。
緑藻発酵液成分 を想 定 し酢酸、エタノール、 グ リセロールを混合 した培地 にFig.
16に示す別々の培養過程 により得 られた菌体 を懸濁 し、水素生成のインキュベー ト






































ために終濃度1mMコ ハク酸を添加 して プレインキュベー トを行った。その結果、
活性発現 させ た後の菌体においては、酢酸、エタノール、グリセロールのいずれの
基質において も活性 を発現 していない菌体 と比較 し取込み量が増加 していた。これ
らの基質取込み速度の変化 か ら、緑藻発酵液を基質 とした水素生産 においてもニ ト
ロゲナーゼの活性発現の段 階を改善することで、基質の取込み ・分解 ・水素生成 に
至 る一連の代謝の流れが促進されることが示唆された。ニ トロゲナーゼ活性が発現
した細胞 においては、エタ ノールで約2倍 、 グリセロールで約3倍 の顕著な取込 み
促進が起 きていることから、特 に炭酸ガス気相下の発酵により増加 したエタノール、
グ リセ ロールを効率的に水素へ と変換可能 と考えられる。
(4)菌体供給法の改変による水素生産性 の向上
水素生産の基質の取込みにおいても菌体 増殖、ニ トロゲナーゼ活性発現、緑藻発
酵産物の水素への変換の3過 程か らなる培養法の有効性が示唆され た。本培養法 を






となったが、それ以上の供給 は生成量を減少させる結果となった。 しか しなが ら、
50mM以上の濃度はエタノール に限 らず他の有機物においても基質阻害が認め られ
得る濃度であ り、 また、ニ トロゲナーゼ活 性を発現 していない菌体では0.1mMと
いう比較的低 濃度で水素生成は認め られな くなることを考慮すると、本培養法で供
給され る菌体 は明らかにエタノールによる抑制に対 し耐性 を付与されていることが

















































C6H1206+6H20 一一一一一一一 一→レ12H 2+6CO2 [Eq.3]
光合成細菌により窒素ガス気相の発酵産物から生成した水素の量は、光合成細菌
の3過程ならびに2過程培養法の間に違いが認められた。3過程の培養では9時間




















































一方、酢酸 はニ トロゲナーゼ活性の未発現菌体 においても速 やかに取込まれてお
り、過去 にR.sulfidophilum株で得 られた結果 と一致する22)。酢酸はアシルCoAシ
ンセター ゼによ りアセチルCoAに 変換 され、アセチルCoAはPHB生 合成経路の
初 発 基 質 で あ る た め 、容 易 にPHBに 変 換 さ れ る5°)。Rhodopseudomonas
ρa'usbiss')、Rhodobactersphaeroides52}、そ してRh dospirillumrubrum52)といっ
た光合成細菌において酢酸を基質 とした場合 に優先 的にPHBが 蓄積 されることが
示されてお り、また本株においてもr4C】酢酸 を用いた実験から同様の成果を得た53}。
ニ トロゲ ナーゼ活性 が発現 した細胞で は、酢 酸からPHBへ の変換が抑え られ、水
素への変換が有利 になる。したがって、緑藻の発酵産物を基質 として供給 した場合、
ニ トロゲナーゼ活性の発現 を主眼とした3過 程 からなる培養法が優 れていると言え
る。
(2)ニ トロゲナーゼ反応 を基盤 とした水素生産システムの生産性評価
緑藻の発酵 を炭酸 ガス気相下で行 うこ とが光合成細 菌のニ トロゲナーゼ反応を基
盤 とした水素生産システムを構築する上で必要不可欠である。すなわち、窒素ガス
気相下 と比較 し、緑藻による水素生成は抑えられ、その部分を光合成細菌により変
換され得 る発酵産物へ と誘導できたからである。また、光合成細菌 を3過 程からな
る培養法 によ り供給すると、菌体のニ トロゲナーゼ活性は高 レベルで発現 し、水素
生成のラグタイムの短縮および生成速度の向上が認められた。
しか しなが ら、光合成細菌の培養過程 を3過 程 に区切 ること自体は水素生産の よ
うな大規模培養を前提 とした過程の場合 にスケールア ップの障害 とな り得 るであろ
う。したがって、プラン トスケールの培 養では培地交換等の煩雑な操作を行わずに
各過程に移行 できる培養方法を取 らな くてはな らないであろう。このために菌体増
殖のための リアクター を設けず、培養開始時のN源 投入量を厳密に決定 し菌体の増
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一方、緑藻の発酵産物であるエタノールやグリセ ロールを水 素へ と変換するため
に光合成細菌 によるこれ ら有機物か らの水素生成を検 討 した。その研究過程で、水
素生成を触媒するニ トロゲナーゼ活性の発現する段階がこれ ら有機物から水素へ の
変換過程 にお ける律速段階であることを見出した。このことから、菌体に水素生産
の基質である緑藻発酵液を供給する前に、あ らか じめ最適条件でニ トロゲナーゼ活
性を発現させてお く培養法 が非常に有効であることを示 した。この ようにニ トロゲ
ナーゼ活性の発現の段階が律速 とな るのは、エタノールがニ トロゲナーゼ活性を発
現 していない菌体 において、ニ トロゲナーゼ蛋 白をコー ドす るnif遺伝子を抑制す
ることに起因 していた。細菌にとってのニ トロゲナーゼの生理的役割は、窒素化合
物の欠乏した環境 に置かれ た場合に大気 中の窒素ガス をアンモニアに還元するこ と
にある。このため、アンモニ アやア ミノ酸など分子 中にN原 子を有する化合物によ
りnif遺伝子は抑制され ることが知 られている。 しか しなが ら、エタ ノール のよう
な分子内にN原 子を含まず、 しかも細菌に資化 され得 る化合物がnif遺伝子 を抑制
するという報告 は為されてい ない。このエ タノールによるnifの抑制はNaHCO3や
dimethylsulfoxide(DMSO)といった最終電子受容体の共存下やニ トロゲナーゼ活性
が発現 した菌体においては全 く認められなかった。光合成細菌が水素生成を行う嫌
気条件では、二酸化炭素な どの最終電子受容体は光合成の維持 に不可欠であ り、還
元当量が最終 的に二酸化炭素の固定などに用いられることによ り光合成の電子伝達
系におけるスムースな電子の授受が促 されると考え られている。NaHCO3は二酸化
炭素として取込 まれその固定系により、DMSOはDMSOリ ダクターゼにより、 ま
たニ トロゲナーゼ活性はプ ロ トンを還元することによ りそれぞれ菌体 にとっての還
元当量のはけ口として作用 した結果、エ タノール存在下において光合成機能の正常















緑藻および 光合成細菌の特性を生かした新規な水素生産システムの構築 を目指 し
以下の結論 を得た。






(4)緑藻 の発酵におけ る主要産物であるエタノール は濃度依 存的 に光合成細菌
RhodovulumsulfidophilumstrainW-1Sのηガ遺伝子を抑制する。
(5)最終電子 受容体 を共存することでエタノールのnif遺伝子 に対する抑制は回
避され、エタノールを水素へ と変換で きる。
(6)一旦、 ニ トロゲナーゼ活性が発現 すれば、プロ トンが最終電子受容体 として
作用するため、エタノールの ηκ遺伝子に対する抑制は回避される。
(7)ニ トロゲナーゼ活性 の発現を主眼 とした新規な3過 程培養法 によ り、水素生
産の効率化 ・集約化 を可能 にした。
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